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静止流体中で非対称な振動をしている円柱及び球のまわりに誘起される定常流を理論的に調

べた｡円柱については,静止流体中で正弦的な並進振動と中心軸のまわりの回転振動を同時に

行なう場合を調べた｡球については,静止流体中で非対称な並進振動を行なう場合を議論した｡

一般に,振動する物体のまわりには振動流に加えて定常流が誘起されることが知られている｡

このような定常流は,流体の粘性による流体と物体壁との摩擦及び流体運動の非線型性の効果

によって2次的に生じたものであり,2次流と呼ばれる｡

円柱や球のように対称形をした物体が静止流体中で正弦的な並進振動を行なう場合には, 2
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次流は対称な循環流となる｡(図1)しかし,振動が非対称であれば,得られる2次流は非対

称になる｡ (図2)この非対称流は,正弦振動による対称な流れに一方向の流れを重ね合わせ

た流れ･である諾

図1 円柱の場合

q
一

PJ

■■

Y

図2 円柱の場合

回転振動をする円柱については,この一方向流

は無限遠方で一様流となっているが,球の非対称振動については無限遠方での定常流は存在し

ないことがわかった｡また,球については非対称流の方向に定常な力が働くが,円柱には力が

働かないという結果が得られた｡

2. 微生物の鞭毛運動によって誘起される流れ

- BeadsModel による解析 -

高 杉 昌 彦

流体中を運動する生物の中でも,鞭毛運動をすることにより推力を得ているのは,微生物の

中の精子,バクテリア等である｡この鞭毛運動によって誘起される鞭毛周辺の流れが微生物と

共存する生物にどのような影響 (流体力学的影響 )を及ぼすかは,非常に興味深い｡本論文の

計算結果からは,バクテリアを襲うx-ファージの動きが説明できる｡

微生物の鞭毛運動を解析する場合,その Reynolds数が小さいので,Navier-Stokes方程式の

慣性項を無視した,Stokes近似で行うことができる｡本論文は,バクテリアという微生物の鞭

毛運動を,鞭毛を小球(bead)の連なりとしたBeadsModelを使って解析する｡ この小球に

stokes方程式の基本解である｡Stokesletを分布させ,この強さ,つまり鞭毛 (/ト球 )に働く力

を積分方程式から,鞭毛の速度を既知として決定する｡その結果を用いて鞭毛運動により誘起

される流れを調べる｡それによって,ズーファージがバクテリアの鞭毛に吸着してから菌体を
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